
介護福祉実習Ⅲ ルーブリック 

評価項目 

評価基準 

S 

期待している 

以上である 

A 

十分に 

満足できる 

B 

やや努力を 

要する 

C 

努力を 

要する 

D 

相当の努力を 

要する 

施設で生活する

障がいのある人

の暮らしと環境

を理解すること

ができる 

授業内容を越

えた自主的な

学修が認めら

れる 

ほぼ 100％理

解できている 

理解できている

が、不足がある 

一部は理解

できている 

理解できてい

ない 

利用者及び家族

との関わりを通

じたコミュニケ

ーションの実践

することができ

る 

介護福祉実践

場 面 に お け

る、利用者・家

族とのコミュ

ニケーション

技術および介

護福祉チーム

のコミュニケ

ーションに加

え、特性に応

じたコミュニ

ケーションが

実践できてい

る 

介護福祉実践

場 面 に お け

る、利用者・家

族とのコミュ

ニケーション

および介護福

祉チームのコ

ミュニケーシ

ョンが実践で

きている 

介護福祉実践場

面における、利

用者・家族との

コミュニケーシ

ョンおよび介護

福祉チームのコ

ミュニケーショ

ンがおおむね実

践できている 

介護福祉実

践場面にお

ける利用者・

家族とのコ

ミュニケー

ションがお

おむね実践

できている

が、介護福祉

チームのコ

ミュニケー

ションは実

践できてい

ない 

介護福祉実践

場面における

利用者・家族

とのコミュニ

ケーションの

一部が実践で

きているが、

介護福祉チー

ムのコミュニ

ケーションは

実践できてい

ない 

利用者の生活リ

ズムや障がい特

性を理解した上

で、必要な支援方

法について理解

することができ

る 

授業内容を越

えた自主的な

学修が認めら

れる 

ほぼ 100％理

解できている 

理解できている

が、不足がある 

一部は理解

できている 

理解できてい

ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


